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うけん村議会だより No.164 ２

【お問い合わせ先】議会だより編集委員会

電話：67-2211　　メール：gikaijimukyoku@uken.net

議会だよりは定例会ごとに年４回発行し、各世帯に配布しています。内容については、

定例会の概要や一般質問の要旨等を掲載していきます。今後も「分かりやすく・親しみ

やすい」議会だよりの作成を目指し取り組んでいきます！！

皆様からのご意見をお待ちしております☆

議会だよりについてご意見をお聞かせください

一般会計「主な予算」一般会計「主な予算」

約7,517万円約7,517万円

農林水産業費農林水産業費
農林水産物輸送コスト支援事業費
補 助 金

総務費総務費

2,530万円2,530万円

土木費土木費
防災安全社会資本整備事業
工事請負費（田検名音線・赤土山線）

約5,338万円約5,338万円

消防費消防費
非 常 備 消 防 費
備品購入費（平田分団小型ポンプ積載車）

600万円600万円

32 億 5,275 万 8 千円32 億 5,275 万 8 千円

１. 議会費 58,893８. 消防費 136,005
２. 総務費 590,911９. 教育費 303,957
３. 民生費 502,841 10. 災害復旧費 8

４. 衛生費 222,086 11. 公債費 456,107
５. 農林水産費 387,862 12. 諸支出金 1

６. 商工費 58,252 13. 予備費 5,000

７. 土木費 530,835

   歳出合計　 3,252,758 千円 歳出合計　 3,252,758 千円

前年度対比 3.93％増前年度対比 3.93％増
単位：千円

3,252,758

財 産 管 理 費
防災行政無線操作卓更新業務

うけん村議会だより No.164３

　令和 4年度

当初予算決まる !!
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令和 4年度宇検村一般会計・特別会計予算審査報告

予算審査特別委員会

委員長　肥後　充浩
≪一般会計予算について≫

　歳入・歳出総額は 3,252,758 千円で前年度に対し 123,005 千円増額で，前年度対比 3.93％の増額

予算となっている。歳入の主な内訳は、自主財源の村税は 133,628 千円で、前年度対比 1.3％の減

となっており、繰入金が 540,913 千円で、前年度対比 23.4％増額予算となっている。本年度も基金

からの繰入れによっての予算編成であり、新たな自主財源増の施策が求められている、財政健全化

による行財政運営を強く望む。歳出の主な内訳の性質別の割合は、義務的経費は 42％　投資的経費

は 18％　その他 40％公債費は前年度より 40,000 千円増額計上されており、今後も増加傾向が予想

され、歳出予算を圧迫している現状である。今後とも財政健全化を念頭に、自主財源の増加や、公

債費負担比率を改善する努力を望む。

≪特別会計予算について≫

　7特別会計歳入歳出総額 1,011,345 千円、前年度対比 4.4％、42,354 千円の増額予算となっている。

国保事業は、前年度対比 0.8％の増となっており、国保施設事業 24.4％増となっている。簡易水道

事業については、使用料の見直し等財政健全化の取り組みが見られるが、施設の老朽化に伴う施設

更新費の負担が増大することが見込まれることから、引続き財政の健全化に取組んでいただきたい。

特別会計は、一般会計からの繰り入れで維持運営されており，いまだに一般会計を大きく圧迫して

いる状況である。特に漁港漁村集落排水事業は，維持管理費も増大することが懸念され、施設の統

廃合など、今後の運営が重要な課題である。

≪意見・質疑≫

・七ヶ宿町交流事業に関して、品物のやり取りだけでなく、人的交流や販路拡大等、地域の活性化

　を考え、できることから少しづつでも事業を進めるべき。

・スポーツ合宿誘致に向けた積極的な取り組みをお願いしたい。

・体育館横の公園整備について、観光拠点施設と連携を図る為再整備の必要があるのではないか。

・雇用の確保が困難な村内事業者に「どんどんかごしま移住就業・企業支援事業」を広報し雇用の

　確保、定住促進につなげてはどうか。

・診療所建設について、役場庁舎と一緒に建設をアンケート調査を実施したうえで検討してもらえ

　ないか。

≪審査の結果≫

令和 4年度一般会計予算は、前年度対比 3.93％増額予算となっており，保健、福祉の充実に努め、

観光連携施設を中心とした観光の促進、地域共生の確立、交流人口の促進を図る予算案であると考

える。しかし、本年度も基金からの繰入れによる予算編成がなされ、依然として自主財源が乏しく

依存財源に頼っている状況の中、引き続き、財政健全化の運営に取り組むべきである。村民の福祉

向上に努め、時代の変化に伴い発生する様々な課題に早急に対応する柔軟性のある行財政運営に職

員一丸となって取り組むことを強く望む。

　令和 3年度補正予算

・専決処分（令和 3年度宇検村一般会計補正予算）

　について

・宇検村一般会計

・宇検村国保事業特別会計

・宇検村簡易水道事業特別会計

・宇検村農業集落排水事業特別会計

・宇検村介護保健事業特別会計

人　  　　事

・宇検村教育委員会委員の任命について

　　高田　浩志　氏　（宇検）　　同意

条　　　　例

・宇検村観光施設の設置及び管理等に関する条

　例の制定について

・宇検村報酬及び費用弁償条例の一部を改正す

　る条例について

・宇検村印鑑の登録および証明に関する条例の

　一部を改正する条例について

・宇検村簡易水道設置及び維持管理条例の一部

　を改正する条例について

・宇検村農業用トラクター耕耘機及び農機具使

　用条例の一部を改正する条例について

・宇検村農業用大型機械運営協議会設置条例の

　一部を改正する条例について

・宇検村地区生活館の設置及び管理に関する条

　例の一部を改正する条例について

・宇検村国民健康保険税条例の一部を改正する

　条例について

・宇検村観光拠点施設「ケンムンの館」及び宇

　検村活性化センター「結いの館」指定管理者

　の指定について

・宇検村過疎地域持続的発展計画の一部変更に

　ついて

・工事請負変更契約（宇検集落防災会館新築工

　事）について

・工事請負変更契約（美長良団地１号棟改修工

　事）について

・工事請負変更契約（令和 2年度観光拠点連携

　整備事業）について

　そ　の　他

あなたも、 議会を傍聴してみませんかあなたも、 議会を傍聴してみませんか

議会は、 村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。 ぜひ、 傍聴においでください。

○ 定員(26名)の範囲内で， どなたでもご自由に傍聴できます。

　　　※感染症対策のため席数を制限する場合があります。

○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。

○ 感染症予防のためマスクの着用をお願いします。

○ 第2回定例会は、 6月初旬を予定しております。  
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と
い
う
数
は
把
握
し
て
い
る
。

（
肥
後
）　

対
策
本
部
は
設
置
し
た
の

か
、
防
災
無
線
通
知
は
し
た
の
か
、
又

避
難
場
所
の
周
知
は
し
て
い
た
の
か
。

滝
の
園
や
虹
の
園
等
の
動
け
な
い
人
の

避
難
状
況
は
。

（
総
務
課
長
）　

警
戒
本
部
を
設
置
し
総

務
課
職
員
が
５
名
を
中
心
に
対
応
し

た
。
防
災
無
線
で
は
４
回
行
っ
た
。
施

設
に
関
し
て
は
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
に

あ
り
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
為
、
避

難
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

（
肥
後
）　

各
集
落
の
標
高
表
示
板
の
新

設
は
出
来
無
い
の
か
。
特
に
湯
湾
集
落

の
中
に
は
表
示
板
は
な
か
っ
た
が
。

（
総
務
課
長
）　

当
初
50
設
置
し
て
９
年

経
ち
数
字
が
見
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
避
難
場
所
の
見
直
し
と
表
示
も

し
っ
か
り
備
え
て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）　

避
難
場
所
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー

の
街
灯
の
設
置
、
及
び
避
難
場
所
で
の

街
灯
の
設
置
は
出
来
無
い
か
。

（
総
務
課
長
）　

全
集
落
の
避
難
場
所
を

見
直
し
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
街
灯
の
設
置
な
り
、
蓄
電
池

ラ
イ
ト
で
対
応
す
る
な
り
、
検
討
し
て

６
回
の
協
議
を
開
催
。
今
年
度
に
は
、

月
１
回
程
度
の
割
合
で
会
議
を
行
い
建

設
に
向
け
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し

た
。
昨
年
12
月
21
日
に
令
和
３
年
度
第

１
回
宇
検
村
診
療
所
建
設
検
討
委
員
会

を
新
た
に
立
ち
上
げ
開
催
し
た
。

（
肥
後
）　

診
療
所
の
今
の
場
所
で
は
台

風
時
に
避
難
で
き
な
い
し
、
お
医
者
様

も
行
け
な
い
、
救
急
搬
送
も
厳
し
い
と

考
え
る
。
村
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
行
い
、
建
設
場
所
の
決
定
を
し
て
欲

し
い
。
役
場
と
診
療
所
が
同
一
の
場
所

に
建
設
す
る
事
で
、
村
民
の
利
便
性
と

か
考
え
て
も
良
い
と
思
う
。
是
非
も
う

一
度
再
考
を
お
願
い
し
た
い
。

（
肥
後
）　

１
月
16
日
の
津
波
警
報
で
集

落
別
の
避
難
人
数
は
。

（
村
長
）　

避
難
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
た

め
正
確
な
人
数
は
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
区
長
さ
ん
と
の
連
絡
で
５
４
５
人

（
肥
後
）　

本
年
度
実
施
設
計
と
あ
る

が
、
建
設
計
画
に
は
賛
成
だ
が
、
建
設

計
画
は
い
つ
決
定
し
た
の
か
。

（
村
長
）　

令
和
２
年
８
月
の
会
議
に
お

い
て
、
村
の
公
共
施
設
整
備
に
お
い
て
、

診
療
所
は
優
先
的
に
施
設
整
備
を
行
う

旨
を
決
定
し
、
関
係
課
へ
指
示
し
た
。

（
肥
後
）
役
場
庁
舎
及
び
診
療
所
は
、

地
域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
防
災
面

で
の
拠
点
施
設
で
あ
る
。
建
設
に
は
住

民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
説
明
会
等
を
行

い
、
広
く
意
見
を
聞
い
た
上
で
判
断
し

て
頂
き
た
い
と
答
申
し
た
が
。

（
村
長
）　

大
島
郡
医
師
会
「
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
×
未
来
投
資
」
勉
強
会
の
外

部
委
員
を
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

委
嘱
を
し
、
同
月
よ
り
12
月
に
か
け
て

　
　

／
令
和

　
　

／
令
和
1010
年
度
ま
で
に
建
設
予
定

年
度
ま
で
に
建
設
予
定

肥後　充浩  議員

い
き
た
い
。

（
肥
後
）　

夜
中
に
暗
い
道
を
避
難
場
所

へ
歩
い
て
行
く
と
ハ
ブ
の
危
険
性
も
あ

る
の
で
、
是
非
考
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

（
肥
後
）　

観
光
の
目
玉
で
あ
る
タ
エ
ン

浜
海
水
浴
場
や
屋
鈍
海
岸
の
軽
石
の
撤

去
作
業
は
出
来
無
い
か
。

（
村
長
）　

タ
エ
ン
浜
海
水
浴
場
は
、
３

月
に
発
注
予
定
。
又
現
在
関
係
機
関
と

協
議
中
で
あ
り
、
協
議
終
了
後
委
託
業

務
の
発
注
を
行
う
。

（
肥
後
）　

佐
念
か
ら
先
の
県
道
脇
の
草

木
の
伐
採
は
道
路
か
ら
海
面
が
見
え
る

よ
う
に
出
来
無
い
の
か
。

（
村
長
）　

標
高
の
高
い
所
か
ら
タ
エ
ン

浜
海
水
浴
場
ま
で
の
５
０
０
ｍ
区
間
が

見
え
な
い
が
現
時
点
で
の
伐
採
計
画
は

な
い
。

（
肥
後
）
３
年
か
４
年
に
１
度
伐
採
す

れ
ば
当
分
は
維
持
で
き
る
の
で
、
も
う

一
度
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

診
療
所
建
設
時
期
は

診
療
所
建
設
時
期
は

  　

防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

診療所建設時期は

壽山新太郎議員

一般会計予算増額の要因と
　重点施策は

肥後充浩議員

高台避難所の再検討は

喜島孝行議員

倉本富夫議員

吉永常明議員

　
　

観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　

観
光
振
興
に
つ
い
て

今後のたんかん農家育成に
　ついての対策は

農地中間管理機構の今後のあり方は
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も
支
援
等
を
検
討
し
て
い
く
。

（
壽
山
）　

人
口
減
少
は
労
働
人
口
減
少

で
も
あ
り
、
本
村
の
高
齢
化
率
は
40
％

を
超
え
、
農
家
、
介
護
の
現
場
等
、
あ

ら
ゆ
る
雇
用
の
面
で
、
労
働
人
口
確
保

に
不
安
を
抱
え
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
施
策
は
。

（
村
長
）　

現
在
は
、
人
材
育
成
の
為
の

研
修
や
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
向
け
の
相
談

会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
第
二

次
宇
検
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
沿
っ
て
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
。

（
壽
山
）　

一
番
重
要
な
の
は
、
Ｕ
タ
ー

ン
施
策
で
あ
る
。
本
村
出
身
者
の
学
生

や
、
内
地
で
働
い
て
い
る
若
い
方
を
い

か
。

（
村
長
）　

今
後
、
若
い
担
い
手
農
家
の

方
々
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
出
来
る

限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
て
い
く
。

（
壽
山
）　

観
光
客
増
加
に
向
け
た
新
た

な
観
光
施
策
は
。

（
村
長
）　

「
ケ
ン
ム
ン
の
館
」
を
中
心

に
、
村
内
の
「
楽
し
さ
・
面
白
さ
・
学
び
」

を
発
信
し
、
そ
れ
に
共
感
し
た
方
々
が

宇
検
村
に
来
村
す
る
観
光
形
態
を
「
宇

検
村
型
観
光
形
態
」
と
位
置
づ
け
、
更

な
る
観
光
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

（
壽
山
）　

観
光
に
重
要
で
あ
る
、
宿
泊

施
設
に
つ
い
て
、
空
き
家
等
を
活
用
し

た
民
泊
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
新
設
な
ど

に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
支
援
対
策
も
含
め
た
施
策
は
。

（
企
観
課
長
）　

空
き
家
等
、
利
活
用
が

い
か
に
で
き
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政
と
し
て

（
壽
山
）　

「
う
け
ん
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事

業
」
の
た
ん
か
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
事
業
成
果
は
。

（
村
長
）　

概
算
取
扱
量
で
６
．
７
ｔ
。

昨
年
度
よ
り
倍
増
し
て
お
り
、
取
扱
量

の
増
加
は
、
本
事
業
の
成
果
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

（
壽
山
）　

将
来
を
見
据
え
た
ブ
ラ
ン
ド

化
の
更
な
る
施
策
は
。

（
村
長
）　

３
年
間
の
成
果
・
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
・
反
響
等
の
分
析
を
行
い
、
次

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
げ
る
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

（
壽
山
）　

将
来
、
た
ん
か
ん
農
家
離
れ

が
懸
念
さ
れ
、
若
い
担
い
手
農
家
の
育

成
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
苗
木
等

の
購
入
補
助
な
ど
の
支
援
は
出
来
な
い

　
　
　
　

／
新
規
参
入
・
園
地
整
備
の
支
援
を

／
新
規
参
入
・
園
地
整
備
の
支
援
を

壽山　新太郎  議員

か
に
宇
検
村
に
定
住
さ
せ
、
仕
事
に
就

か
せ
る
か
！
！
こ
の
様
な
施
策
を
、
創

生
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
と
し
て
定
め

る
べ
き
で
は
。

（
企
観
課
長
）　

島
を
離
れ
、
頑
張
っ
て

い
る
若
年
層
の
方
々
と
繋
が
り
を
持
つ

事
は
、
と
て
も
重
要
な
事
で
あ
り
、
今

後
、
学
生
等
を
対
象
に
し
た
施
策
は
、

強
く
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

（
壽
山
）　

若
い
方
が
少
な
く
な
る
と
、

集
落
も
活
気
が
な
く
な
り
、
集
落
の
存

続
に
も
影
響
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
若

い
方
を
島
に
呼
び
戻
す
施
策
立
案
を
お

願
い
し
た
い
。
（
要
望
）

（
壽
山
）　

村
内
介
護
事
業
者
の
現
状
と

課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
、
村
独
自
の

実
態
調
査
結
果
は
。

（
村
長
）　

昨
年
10
月
に
村
内
介
護
事
業

者
に
対
し
、
人
材
確
保
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

基
に
、
第
３
回
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
に

お
い
て
報
告
・
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
の
た
ん
か
ん
農
家
育
成
に
つ
い
て
の
対
策
は

今
後
の
た
ん
か
ん
農
家
育
成
に
つ
い
て
の
対
策
は

  

過
去
の
質
問
に
対
す
る
対
応
措
置

過
去
の
質
問
に
対
す
る
対
応
措
置

に
つ
い
て

に
つ
い
て

和
５
年
度
で
完
成
見
込
み
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）　

令
和
５
年
度
ま
で
の
完

成
は
難
し
い
。
令
和
８
年
か
ら
令
和
９

年
の
完
成
を
目
指
す
と
い
う
計
画
に
な

っ
て
い
る
。

（
吉
永
）　

以
前
は
同
じ
平
田
工
区
で

も
、
２
カ
所
同
時
に
工
事
進
行
さ
れ
て

い
た
が
。

（
建
設
課
長
）　

強
く
県
に
話
を
持
ち
か

け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

（
吉
永
）　

津
波
警
報
で
の
避
難
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）　

車
避
難
が
有
効
で
、
こ
れ
ま

で
の
場
所
に
加
え
全
集
落
避
難
場
所
の

検
討
に
入
っ
て
い
る
。

（
吉
永
）　

寒
さ
対
策
、
ト
イ
レ
対
策
に

つ
い
て
は
ど
の
様
な
考
え
か
。

（
総
務
課
長
）　

当
面
の
考
え
と
し
て

は
、
簡
易
テ
ン
ト
を
準
備
し
て
設
置
す

る
。
自
分
自
身
の
防
寒
対
策
と
し
て
防

災
グ
ッ
ズ
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
。
簡

易
ト
イ
レ
を
３
パ
タ
ー
ン
ほ
ど
検
討
し

て
い
る
。
区
長
さ
ん
方
と
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
行
き
た
い
。

（
吉
永
）　

役
場
庁
舎
等
を
ど
の
様
に
進

め
て
行
く
の
か
。

（
村
長
）　

防
災
会
館
に
つ
い
て
は
今
年

度
劣
化
度
診
断
、
危
険
箇
所
の
改
修
を

行
い
、
劣
化
の
箇
所
や
規
模
で
判
断
し

て
改
修
や
建
て
替
え
を
総
合
的
に
判

断
。
診
療
所
は
４
年
度
実
施
設
計
に
入

り
５
年
、
６
年
で
建
設
予
定
。
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
に

着
工
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
行
く
。
庁

舎
に
つ
い
て
は
基
金
積
み
立
て
を
行
っ

て
い
る
の
で
計
画
ど
お
り
令
和
10
年
度

ま
で
に
は
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
吉
永
）　

県
道
曽
津
高
﨑
線
の
平
田
工

区
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

（
村
長
）　

令
和
５
年
度
完
成
予
定
と
し

て
３
年
間
延
伸
し
て
い
る
。

（
吉
永
）　

橋
梁
工
事
の
他
に
工
事
の
箇

所
が
４
カ
所
ぐ
ら
い
あ
る
と
思
う
が
令

（
吉
永
）　

一
般
会
計
予
算
が
前
年
度
対

比
３
．
93
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
要
因

と
重
点
施
策
は
。

（
村
長
）　

物
件
費
と
扶
助
費
と
公
債
費

の
増
。
物
件
費
は
委
託
料
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。
扶
助
費
は
主
に
社
会
福
祉

総
務
費
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
。
重
点
施
策
と
し
て
は
、
指
定
管
理

者
へ
積
極
的
に
業
務
委
託
を
進
め
、
村

民
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う
に

努
め
る
。

（
吉
永
）　

償
還
金
よ
り
も
起
債
残
高
の

ほ
う
が
多
い
が
。

（
総
務
課
長
）　

交
付
税
措
置
の
参
入
の

で
き
る
有
利
な
起
債
を
考
え
て
い
る
。

　
　

／
物
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
増

　
　

／
物
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
増

吉永　常明  議員

一
般
会
計
予
算
増
額
の
要
因
と
重
点
施
策
は

一
般
会
計
予
算
増
額
の
要
因
と
重
点
施
策
は

　　

  

今
後
建
設
予
定
事
業
の
進
め
方
は

今
後
建
設
予
定
事
業
の
進
め
方
は

県
道
曽
津
高
﨑
線
の
平
田
工
区
の
進

県
道
曽
津
高
﨑
線
の
平
田
工
区
の
進

捗
状
況
は

捗
状
況
は

▲「ケンムンの館」▲

（
吉
永
）　

消
防
団
の
方
が
非
常
に
よ
く

避
難
案
内
さ
れ
た
が
大
き
な
地
区
の
消

防
団
の
定
員
割
れ
は
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）　

宇
検
村
は
定
員
不
足
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
自
主
防
災
組
織
と

消
防
団
と
が
連
携
し
て
動
け
る
よ
う
に

今
後
も
し
て
い
き
た
い
。

（
吉
永
）　

残
土
処
理
場
の
計
画
予
定
は

な
い
か
。

（
村
長
）　

事
業
費
の
抑
制
が
図
れ
な
い

た
め
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
立
地
場

所
の
十
分
な
検
討
が
必
要
。
今
後
林
地

開
発
行
為
申
請
を
し
て
進
め
て
行
く
考

え
。

（
吉
永
）　

残
土
処
理
場
の
候
補
地
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）　

大
和
村
の
町
村
境
を
図

上
で
考
え
た
が
非
常
に
遠
く
、
部
連
古

志
線
の
終
点
、
宇
検
中
央
１
号
線
の
辺

り
で
最
初
の
初
期
段
階
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
集
落
座
談
会
に
つ
い
て

　　
  

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　

労
働
人
口
確
保
に
つ
い
て

　

労
働
人
口
確
保
に
つ
い
て

　
　
　

防
災
に
つ
い
て

　
　
　

防
災
に
つ
い
て

　　

  

残
土
処
理
場
の
計
画
予
定
は

残
土
処
理
場
の
計
画
予
定
は  
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（
倉
本
）
た
ん
か
ん
の
助
成
を
し
た
農

家
は
何
件
あ
る
の
か
。
ま
た
、
加
工
品

の
た
ん
か
ん
買
取
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。

（
村
長
）
今
年
度
の
２
月
末
ま
で
の
事

業
実
施
状
況
だ
が
、
委
託
選
果
に
出
さ

れ
た
良
以
上
の
た
ん
か
ん
を
対
象
に
村

独
自
の
出
荷
用
段
ボ
ー
ル
箱
を
７
農
家

に
配
布
し
て
い
る
。
概
算
取
扱
量
は
６
．

７
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、
加
工
用
た
ん
か

ん
買
取
は
18
農
家
１
１
３
７
kg
と
な
っ

て
い
る
。

（
倉
本
）
買
い
上
げ
た
加
工
品
用
た
ん

か
ん
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

（
産
振
課
長
）
た
ん
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
「
濃

い
に
恋
し
て
１
０
０
％
」
と
し
て
令
和

４
年
度
に
販
売
す
る
。

き
て
い
る
。
当
初
は
各
学
校
に
置
い
て

校
区
で
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
今

回
の
事
で
集
落
、
学
校
、
校
区
に
順
次

設
置
し
て
い
き
た
い
。

（
倉
本
）
Ｆ
Ｍ
う
け
ん
・
防
災
無
線
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
Ｆ
Ｍ
う
け
ん
は
放
送
の
切
り

替
え
で
他
の
放
送
を
流
す
こ
と
が
で
き

る
が
災
害
時
に
は
手
動
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
切
り
替
え
に
危
険
が
伴
う
。

今
回
の
課
題
で
も
情
報
発
信
不
足
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
割
り
込
み
放
送
を
利

用
し
て
村
民
の
皆
様
に
同
じ
情
報
で
も

繰
り
返
し
発
信
す
る
よ
う
努
め
る
。

（
倉
本
）
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
方

も
い
た
と
聞
い
た
が
各
個
人
の
家
に
も

置
け
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
進
捗
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
自
動
で
起
動
す
る
ラ
ジ

オ
で
あ
る
が
、
予
算
で
１
０
０
台
見
込

ん
で
計
上
し
て
い
る
。

（
倉
本
）
今
回
の
津
波
警
報
で
徒
歩
、

車
と
ど
ち
ら
が
多
か
っ
た
か
。

（
総
務
課
長
）
車
避
難
が
多
数
を
し
め

て
い
た
。
ま
た
車
避
難
が
有
効
で
あ
っ

た
と
再
認
識
し
見
直
し
を
し
て
い
く
。

（
倉
本
）
駐
車
場
所
や
渋
滞
な
ど
の
問

題
が
出
て
く
る
と
思
う
が
指
定
区
域
に

駐
車
場
な
ど
整
備
は
で
き
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
大
き
い
道
路
は
片
側
駐

車
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
道

幅
の
狭
い
場
所
は
路
肩
を
整
地
し
て
広

げ
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

（
倉
本
）
蓄
電
池
や
外
灯
を
各
集
落
、

消
防
団
に
配
布
し
避
難
場
所
に
て
活
用

で
き
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
現
在
停
電
時
の
対
策
と

し
て
蓄
電
池
、
ラ
イ
ト
が
12
基
準
備
で

　
　
　
　

／
一
部
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

／
一
部
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

倉本　富夫  議員

（
倉
本
）
た
ん
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売

状
況
は
。

（
産
振
課
長
）
住
用
の
三
太
郎
の
里
と

う
け
ん
市
場
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
出
し

て
お
り
年
度
内
で
完
売
し
て
る
。

（
倉
本
）
ふ
る
さ
と
返
礼
品
に
出
し
た

本
数
は
。

（
産
振
課
長
）
前
年
度
が
50
本
。
今
年

は
担
当
者
の
方
か
ら
１
５
０
本
を
予
約

さ
れ
て
い
る
。

（
倉
本
）
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス
事

業
を
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
言
っ
て

い
た
が
ハ
ウ
ス
面
積
と
申
込
件
数
は
。

（
村
長
）
設
置
面
積
は
約
２
１
０
㎥
「
６

ｍ
×
35
ｍ
」
で
村
民
の
皆
様
に
応
募
し

て
も
ら
い
１
件
の
事
業
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

（
倉
本
）
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
有
償
と
な

っ
て
い
る
が
月
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

（
産
振
課
長
）
７
年
間
の
間
月
１
万
円

で
年
間
12
万
円
の
リ
ー
ス
料
に
な
っ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
軽
石
問
題
に
つ
い
て

高
台
避
難
所
の
再
検
討
は

高
台
避
難
所
の
再
検
討
は

  　

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
に
つ
い
て

て
は
計
画
的
に
基
金
積
み
立
て
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
計
画
ど
お
り
令
和
10
年

度
ま
で
に
は
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
喜
島
）　

ケ
ン
ム
ン
の
館
及
び
う
け
ん

市
場
の
今
後
は
。

（
村
長
）　

ケ
ン
ム
ン
の
館
で
は
、
う
け

ん
市
場
と
観
光
総
合
窓
口
、
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
運
行
の
３
つ
の
業

務
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
ケ
ン
ム
ン
の
館

と
結
い
の
館
を
含
め
て
、
令
和
４
年
度

か
ら
行
政
で
な
く
、
指
定
管
理
者
と
な

る
会
社
が
運
営
を
行
い
ま
す
。
う
け
ん

市
場
も
新
た
な
施
設
の
中
で
村
民
が
生

（
喜
島
）　

公
共
関
連
施
設
建
設
に
つ
い

て
。
建
設
時
期
や
そ
の
規
模
は
。

（
村
長
）　

防
災
会
館
つ
い
て
は
、
現
在

宇
検
集
落
を
建
設
し
て
お
り
今
年
度
中

に
完
成
す
る
。
屋
鈍
集
落
も
建
て
替
え

に
向
け
解
体
工
事
に
入
っ
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
今
年
度
劣
化
度
診
断
を

行
っ
た
の
で
、
ま
ず
危
険
箇
所
の
改
修

を
行
い
、
劣
化
の
箇
所
や
規
模
で
判
断

し
て
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
総
合

的
に
判
断
す
る
。
診
療
所
に
つ
い
て
は

４
年
度
実
施
設
計
に
入
り
、
５
年
、
６

年
で
建
設
予
定
。
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
で
各
学

校
へ
配
送
す
る
方
式
に
し
た
方
が
良
い

と
い
う
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
、
建
設

場
所
に
つ
い
て
は
、
須
古
集
落
の
農
協

裏
の
村
有
地
が
候
補
地
と
し
て
望
ま
し

い
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。
庁
舎
に
つ
い

（
喜
島
）　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
現
状

や
今
後
の
あ
り
方
は
。　

（
村
長
）　

現
在
、
湯
湾
、
宇
検
、
平
田

の
３
地
区
を
中
心
に
村
内
耕
作
地
の
３

分
の
２
に
あ
た
る
54
．
３
ha
が
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地
の
貸
し

借
り
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
対
策
と

し
て
現
在
宇
検
村
で
は
後
継
者
や
担
い

手
農
家
が
不
足
し
て
い
る
が
、
持
続
可

能
な
営
農
計
画
を
立
て
個
人
で
は
な
く

生
産
組
合
や
集
落
な
ど
に
よ
る
集
団
で

の
営
農
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
業

委
員
会
を
中
心
に
村
、
県
の
３
者
で
の

連
携
を
密
に
取
り
、
相
続
未
登
記
農
地

の
解
消
や
話
し
合
い
活
動
、
農
地
中
間

管
理
事
業
の
周
知
に
努
め
、
本
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　

／
農
業
委
員
会
を
中
心
に
連
携
を
取
り
推
進

　
　

／
農
業
委
員
会
を
中
心
に
連
携
を
取
り
推
進

喜島　孝行  議員

産
し
た
農
林
水
産
物
や
加
工
品
等
を
安

価
で
提
供
し
、
来
客
へ
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
複
数
の
施

設
や
機
能
が
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り

う
け
ん
市
場
の
売
り
上
げ
の
上
昇
や
、

村
民
交
流
、
観
光
発
展
へ
と
相
乗
効
果

を
目
指
し
て
い
く
。

（
喜
島
）　

未
明
の
津
波
警
報
に
よ
る
一

時
避
難
の
行
動
等
に
つ
い
て
。

（
村
長
）　

避
難
行
動
に
つ
い
て
は
消
防

団
の
避
難
誘
導
や
支
援
も
あ
り
迅
速
な

行
動
が
と
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
今
回
多
く
の
方
が
車
で
避
難
し
た

が
、
暗
闇
の
寒
い
中
で
は
車
避
難
が
有

効
で
あ
る
と
い
う
事
を
実
感
し
た
。
他

に
も
情
報
発
信
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
、
屋
外
で
の
ト
イ
レ
問
題
、
寒
さ
対

策
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

農
地
中
間
管
理
機
構
の
今
後
の
あ
り
方
は

農
地
中
間
管
理
機
構
の
今
後
の
あ
り
方
は

    

公
共
関
連
施
設
建
設
に
つ
い
て

公
共
関
連
施
設
建
設
に
つ
い
て

  　　

  

ケ
ン
ム
ン
の
館
に
つ
い
て

ケ
ン
ム
ン
の
館
に
つ
い
て

ト
ン
ガ
沖
大
噴
火
に
伴
う
津
波
警
報

ト
ン
ガ
沖
大
噴
火
に
伴
う
津
波
警
報           

           

に
つ
い
て

に
つ
い
て

▲ 3 月に完成した宇検集落防災会館▲
▲防災無線受信機能付きラジオ▲
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【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

保
池　

穂
好

■発行／宇検村議会　Tel:0997-67-2211

E-mail ／ gikaijimukyoku@uken.net

春
!!

　

卒
業
や
入
学
、
異
動
な
ど
で
新
生
活
を
始
め
た
方
々
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
未
だ
終
息
が
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
今
年
度
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
、
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
を
恐
れ
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
感
染
対
策

に
つ
い
て
の
知
見
を
基
に
、
感
染
状
況
も
考
慮
し
つ
つ
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
開
催
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
は
、
令
和
4
年
度
の
当
初
予
算
を
中

心
に
、
こ
れ
か
ら
の
宇
検
村
の
方
向
性
を
決
定
す
る
重
要
な

議
案
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う

議
会
全
体
で
し
っ
か
り
と
経
過
を
監
視
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
今
後
も
村
民
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
宇
検
村
議
会
へ
の
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

編

集

後

記

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

杉
浦　

治
俊

委　
　

員　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫

　杉浦治俊議長が全国町村議会議長会において、議

会の運営及び地域の振興発展に功労があった者とし

て表彰を授与されました。

　令和 4年 3月 16 日（水）に湯湾岳公園の登山道入り口付近にて、外来種駆除活動

を行いました。奄美大島における外来種対策についての講話と、環境省指導の下、緊

急対策外来種である「アメリカハマグルマ」を対象に除草作業を行いました。


